







　私は，商業高校の教員として，高校の教育現場で 30 年勤務してきた。その間 7 回担任として社
会に卒業生を送り出した。指導の過程で，担任の果たすべき役割は極めて大きいものがあり，生徒
の心身の発達と成長に影響を与えることを確信していた。現在は，商業の高校教員を育成する大学


























































































































　高校の教員だった担任時代，毎朝 SHR 時に常用漢字の小テストを実施した。出題の 10 題漢字は
















話  す  力
感  じ  て  考  え  る  力
書  く  力




































どう思ったかを，2 分前後にまとめてスピーチするのであり，最初の 1 ～ 2 回は大変である。夏休












































































確認して，10 分間の SHR と 50 分間の LHR に備える事である。
　「しっかり聞きとること」と「しっかり読むこと」は，学びの入り口である。集中して聞かずに




話  す  力
感  じ  て  考  え  る  力
書  く  力












　担任が次に心がける事は，1 度や 2 度で，うまく話せない事を，失敗と受けとめさせないことで
ある。何故うまくいかなかったのかを指摘してやり，次回にしっかり準備して，臨めばいいと意識














のが現状である。回ってくるのが，約 2 ヶ月に 1 回とはいえ，生徒のスピーチ力は向上し，社会性
と時事能力は磨かれる。個人の「話す力」を鍛え，学級集団の「聞く力」を育ててくれる。
　2）LHR で意見交換・話し合いが出来る環境作りとその為のリーダーを養成する


































































































































































































　⑪　学級通信の準備（担任を 16 年 7 回持って，全部手書きですけど日刊で発行しました）
60 経営と経済　48巻 1・2号
　⑫　朝漢字小テスト作り・反対語・四字熟語・常用漢字・常識テスト（一筆入魂）の準備・ストック












































践躬行」の 2 つを，私は，生徒指導・HR 経営するに当たり，車の両輪にしている。
　教師の仕事は生徒を教え育てることである。教科指導でも担任という立場でも，ビジネス能力と
コミュニケーション能力を育成しなければならない。順不同で生徒と共に学びに励めるのが，何度
も繰り返している，HR 担任だと確信している。机上の理論ではなく，HR というように暖かい家
庭のような部屋の教室で，血の通った交流をして学びの中で生徒と共に成長して欲しい。私が担任
と部活動，そして，大学で深く関与した教え子教員が，百名を越えた。教師冥利に尽きる。
